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2014 年清涼飲料市場
久保喜寛…………………………………………

2014年の清涼飲料市場は5年連続の生産量の増加を目指し
たものの，消費税増税と盛夏シーズンでの天候不良等の影
響を受け生産量は前年比0.9％減となった．500㎖サイズの
小型PETボトルでボリュームを伸ばしているミネラルウォー
ターのほか，分野別の動向と15年の市場について解説する．
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旧マルハと旧ニチロの統合10周年となる2017年度を目標と
した中期経営計画を策定．初年度である2014年度は，加工
食品分野の再生のための1年となった．2年目以降のV字
回復，成長年度に向けて，お客様目線での価値観や利便性
等を視野にいれた商品の開発，販売を行っていく．
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全国食品缶詰公正取引協議会理事会・定時
総会の経過

2014年（１～12月）の缶びん詰生産は321万トン（５億1,819
万箱．実箱）で，前年対比98.7％と減少している．このうち飲
料缶詰を除いた一般食料缶詰，びん詰の生産は，33.2万トン
（4,646万箱）で前年対比101.4％と増加している．飲料缶詰
の生産は，287万トン（４億7,173万箱）で前年対比98.4％と減
少．レトルト食品の生産は，36.8万トン（5,372万箱）で前年
対比102.0％と増加している．
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2014年（１～12月）の缶詰輸入量は66.5万トンで前年対比
98.0％，水産，ジャムの分野で増加，果実，野菜，食肉分野
で減少した．輸入金額は163,166百万円（CIF価格）で前年対
比は105.4％と引き続き増加している．多くの品目で，円安
の影響による輸入単価の上昇，輸入数量の減少がみられる．
本稿では，国別，主要品目別にこれらの動向を解説する．
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　－水産，ジャムが増加，輸入量全体は減少－
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